


2 

 

５ 選考方法 

区 分 内       容 

第一次選考 

書類審査 職務経験及び実績書の内容に基づき、適性等を審査します。 

面接試験 

法曹有資格者として必要な能力・意欲、コミュニケーション能

力、当該業務に対する適性、人物（協調性、積極性等）等につ

いて審査するため、面接による人物試験を行います。 

第二次選考 面接試験 

法曹有資格者として必要な能力・意欲、コミュニケーション能

力、当該業務に対する適性等について審査するため、面接によ

る人物試験を行います。 

 

６ 選考の日時、場所 

 （１）第一次選考 

区  分 試 験 日 場  所 合格者発表 

面接試験 

平成 30年 9月 2日（日） 

受付 午前 8時 45分～ 

試験 午前 9時 15分～ 

三重県吉田山会館 1 階

101会議室 

（津市栄町 1 丁目 891 

三重県庁前） 

平成 30年 9月 6日（木） 【予定】 

受験者全員に結果を書面で通知

します。 

 

（２）第二次選考 

区  分 試 験 日 場  所 合格者発表 

面接試験 

平成 30年 9月 16日（日） 

受付 午前 8時 45分～ 

試験 午前 9時 15分～ 

三重県吉田山会館 1 階

101会議室 

（津市栄町 1 丁目 891 

三重県庁前） 

平成 30年 9月下旬頃 【予定】 

第二次選考受験者全員に結果を

書面で通知します。 

 

７ 採用 

  この選考による合格者は、原則として平成３１年４月１日採用の予定です。 

 

８ 給与 

  「一般職の任期付職員の採用等に関する条例」の規定に基づき、決定します。 

  給料のほか、地域手当、通勤手当、期末手当等の諸手当がそれぞれ支給条件に応じて支給されます。

扶養手当、住居手当、勤勉手当、時間外勤務手当等については支給されません。 

  ※ 参考例：３号級の場合 月額 ４９８，４６５円（給料及び地域手当） 

  ※ 財政状況等により、特例的に給料が減額されることがあります。 

 

９ 服務等 

  勤務時間、休暇、服務等については、任期の定めのない一般職員と同様です。 

  なお、任期中は、営利企業等への従事（弁護士活動を含む。）は認められませんので、採用日まで

に退職、役員退任等の手続を完了する必要があります。 
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１０ 受験の申込方法と受付期間 

区分 内容 必要書類等（各１部） 

申込方法 

選考申込書に必要事項を自筆で記入の

うえ写真を貼り付け、右記の必要書類等を

添えて、下記申込先に直接持参するか又は

郵送（簡易書留）してください。 

（平成 30年 8月 17 日（金）午後 5 時必着） 

 

(1) 選考申込書 

(2) 職務経歴・実績書 

(3) 職務実績のわかる資料等が 

ある場合は、その写し 

(4) 最終学歴の卒業（修了）証明書 

(5) 司法修習修了証の写し 

申込先及び

所定様式 

の請求先 

 

三重県総務部 人事課 （担当：髙山、伊藤） 

電話 ０５９ ２２４ ２１０３ 

住所 〒514-8570 三重県津市広明町１３番地 

 

受付期間 

及び時間 

平成３０年６月１８日（月）から平成３０年８月１７日（金）まで 

午前８時３０分から午後５時まで 

（ただし、持参の場合、土曜日、日曜日及び祝日を除く。） 

 

１１ 受験上の注意事項 

  (1) 本試験の実施にあたっては、受験票の発行はしておりませんので、留意願います。 

  (2) 試験会場には駐車場がないので、必ず公共交通機関を利用してください。 

  (3) 携帯電話等は、試験会場に入る前に電源を切ってください。 

 

１２ 試験成績の提供 

受験者のうち希望者には試験成績を提供します。 

  なお、電話、はがき等による請求はできませんので、受験者本人が本人であることを証明する書類

（運転免許証、健康保険の被保険者証、学生証など）を持参のうえ、直接お越しください。 

請求できる人 提供内容 提供期間 提供場所 

受験者本人 
受験者本人の試験に

おける得点及び順位 

合否通知発送日から起算して１

年間（ただし、土曜日、日曜日、

祝日及び年末年始を除く。） 

午前 8時 30分から午後 5時まで 

三重県総務部人事課 

三重県津市広明町 

13番地 

（三重県庁 3階） 
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（様式１） 

三重県任期付職員（法曹有資格者）選考申込書 

 
＊受付年月日 年  月  日 

＊整理番号  

ふりがな 性 別 生年月日 

 

年   月   日生 
氏名  

現住所（〒       ） 

 

 

 

電話（      ）      

 

外国籍  □ 

 

（外国籍の方のみ✓を記入してください。） 

メールアドレス 

資格・免許 

名   称 取得（見込）年月日 認定（交付）機関 

司法修習 

（司法修習修了証の写しを添付してください。） 
修了 

 

   

   

 

私は、三重県任期付職員採用選考を受けたいので、別紙職務履歴・実績書を添えて申し込みます。 

なお、私は地方公務員法第１６条各号のいずれにも該当しておりません。 

また、この申込書及び別紙履歴書のすべての記載事項に相違ありません。 

 

 （この欄は、自筆で記入してください。） 

 

平成   年   月   日 

 

 

 

 氏  名                      

※ 地方公務員法第１６条に該当する人 

 ○ 成年被後見人又は被保佐人（準禁治産者を含む。） 

○ 禁錮（こ）以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けることがなくなるま

での人 

 ○ 三重県職員として懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から２年を経過しない人 

○ 日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で破壊すること

を主張する政党その他団体を結成し、又はこれに加入した人 

※ ＊の欄には、記入しないでください。 

 

写真貼付 

 

 

縦 ４ｃｍ 

横 ３ｃｍ 
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（様式２） 

職務経歴・実績書（１） 

氏名  生年月日  性別  

学
 

 
 

歴
 

学校名（学部学科名まで） 在学期間 卒・修了 専攻分野 

 ～   

 ～   

 ～   

 ～   

 ～   

司法試験合格年度 年度 司法修習期間 ～ 

職
 

 
 

歴
 

勤務先（部課名まで） 在 職 期 間 職 務 内 容 

   

   

   

   

   

   
職

務
実

績
・

ご
自

由
に

お
書

き
く

だ
さ

い
。
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（様式２） 

職務経歴・実績書（２） 

氏名           

志
 

 
望

 
 

動
 

 
機
 

 

自
己

紹
介

・
自

己
Ｐ

Ｒ
 

 

備
 

 
考
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職務経歴・実績書作成要領 

 

１ 「学歴」欄は、中学校以後から最終学歴までを記載してください。 

  なお、すべての学歴を記載できない場合には、最終学歴を一番下に記入し、記載できる範囲でさか

のぼって記載してください。 

 

 

２ 「職歴」欄は、古い順に記載してください。勤務先が同一でも、主として担当する職務内容が変わ

った場合には、段を変えて記載してください。 

  また、今までの職歴をすべて記載できない場合には、別紙で添付してください。 

  「勤務先」欄には、弁護士事務所の場合、規模（社員数等）も記入してください。 

  「職務内容」欄には、主に担当していた業務・案件について記入してください。 

 

 【職歴欄記入例】 

職
 

 
歴
 

勤務先（部課名まで） 在 職 期 間 職 務 内 容 

○○法律事務所 

（弁護士８人、事務１０人） 

平成 19年 12月 

～平成 22年 3月 

主に個人依頼案件を担当 

相続、債権整理、離婚調停等 

同上 
平成 22年 4月 

～平成 25年 3月 

主に企業法務を担当 

□○株主代表訴訟被告代理人 

△□株式会社更正手続等 

□□株式会社法務部法務課 
平成 25年 4月 

～現在 
知的所有権の申請、管理、訴訟対応等 

 

 

３ 「職務実績」欄は、担当した主な訴訟名、発表した論文、弁護士会の委員会活動、研究活動等につ

いて、ご自由にお書きください。 

 

 

４ 「志望動機」欄は、志望動機のほか、三重県において取り組みたい事案・業務等について記入して

ください。 

 

 

５ 「自己紹介・自己ＰＲ」欄は、これまでの経験、実績や今回募集している職への意欲など、三重県

に採用されるにあたってＰＲしたい事項を、ご自由にお書きください。 

 

 

６ 「備考」欄には、保有する学位、資格、特許等がある場合には記載してください。 

 

 

７ 各項目について様式内に記入できない場合には、別紙に記載し、それを添付していただいてもかま

いません。 


